
自治事務 法定受託事務

■職員□一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )
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※令和７年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

112,867,333 0

一時預かり・延長保育・
病後児保育の実施、補助
金の交付、施設等利用給
付

一時預かり・延長保育・
病後児保育の実施、補助
金の交付、施設等利用給
付

一時預かり・延長保育・
病後児保育の実施、補助
金の交付、施設等利用給
付

一時預かり・延長保育・
病後児保育の実施、補助
金の交付、施設等利用給
付

123,017,000

執行体制

項 目

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

本事業の
主な業務

一時預かりの実施

延長保育の実施

病後児保育の実施

子ども・子育て支援交付金（国庫・県費・市費）

会計年度任用職員（保育士等）の雇用

幼稚園預かり保育への利用給付

作成日

細事業名

事
業
費 地方債

年度別計画

138,933,000 146,000,000

0

決算額

国支出金

145,221,000

129,515,654

278,000

41,074,256

40,763,049

単位：円

58,500,000

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

140,148,841 131,836,970

11,017,380 11,214,231

1.40

事務事業評価表
１．基本事項

1.40 1.35

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

地域子ども・子育て支援事業

保護者の就労時間の多様化、一時的、緊急的な保育ニーズへの対応

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

延長保育、一時預かり、病後児保育事業を実施するとともに、延長保育、一時預かりを実施する私立保育施設に補助
金を交付する。また、病後児保育事業実施施設と委託契約をする。

成果
※何を求めるか

多様な保育の場の確保が図られる。

中項目 1 健やかに成長できるまちづくり

0

事務事業

2

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0

398,400 293,300 292,000 107,400

154,352,000

48,061,150 43,010,650 45,490,000

112,867,333

区分

大項目

小項目

1

保護者の就労時間の多様化、一時的、緊急的な保育ニーズに対応するため、一時預かり事業、延長保育事業、病後児
保育事業等を実施する。

県支出金 39,597,655 36,614,112 45,114,000 33,816,100 40,953,000

保育園費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

49,888,000

児童福祉費

保育時間の延長や一時的、緊急的に保育に欠ける児童及び保護者

0

123,039,846 155,350,762

10,172,513 10,129,762

1.20 1.15

40,704,677

0

120,622,739

令和5年度 令和6年度

140,615,680

11,100,026

令和08年06月09日(火)

令和9年度

児童福祉法、子ども・子育て支援法、深谷市一時預かり
事業実施要綱、深谷市延長保育事業実施要綱 、深谷市
病後児保育事業実施要綱、深谷市民間保育園等補助金交
付要綱、第３期深谷市子ども・子育て支援事業計画

■ □

34,221,654 38,180,784

保育課 担当係 保育係 管理番号 31222子ども・子育て支援交付金事業（地域子ども・子育て支援事業）

健康でいきいきと暮らせるまち

保育環境の充実

令和7年度

民生費

129,131,461

一時保育の実施、補助金
の交付延長保育の実施、
補助金の交付

担当課

令和4年度

前年度決算額（円）

一般会計



目標値の算定根拠/実績値の出所
成果指標２

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移
一時預かり、延長保育、及び病後児保育において、保護者ニーズに対応し
た事業を実施することができた。

指標名

病後児保育実施保育施設数

延長保育実施保育施設数

目標値

実績値

一時預かりを利用した児童数

病後児保育を利用した児童数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

延長保育を利用した児童数

評価評価の観点区分

8,195.00 9,438.0010,256.00

43.00 45.00
園

成果指標３

目標値

実績値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標２

活動指標３

単
位

園

３．評価指標

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

子ども子育て支援事業計画による目標値（～R6まで）、R7～こども計画に施設数記載なしのため目標値設定しない/当該年度実績

区分

一時預かり実施保育施設数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

成果指標１

67.00 29.00 26.00

実績値の算出式

実績値

1.00 1.00 1.00 1.00

目標値

1.00

保護者の就労状況等により変動するため目標値は設定しない　/　年度実績（公立・私立保育園、幼稚園延べ人数）

実績値の算出式

1.00 1.00 1.00

11,243.00

45.00

人

人

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

令和
9年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

評価者 保育係長　小此木　拓朗

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

補助金事務において、施設からの申請書類等提出先としてスマート申請
（グラファー）を加え、施設からの送信容量オーバーによるメール受信ト
ラブルの防止、メールの送信誤り防止等により、交付もれがないよう事務
改善に努めた。

A

A

一時預かり、病後児保育、延長保育、預かり保育において、利用者数は一
時預かりを除き、減少傾向であった。利用者数は保護者の就労状況等によ
る影響を受けるが、保護者にニーズに対応した多様な保育の場を提供する
ことができた。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 保育係長　小此木　拓朗

17.00 17.00 17.00

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

17.00

市内私立保育施設全園　/　当該年度実績

45.00 45.00

43.00 45.00

保護者の就労状況等により変動するため目標値は設定しない　/　平均利用児童数

146.00189.00 177.00 154.00
人

60.00

令和
7年度

令和
8年度

25.00

保護者の就労状況等によって変動するため目標値は設定しない　/　当該年度実績

45.00

件

23.00

現状の実施数　/　当該年度実績

25.00 25.00


